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流通とＳＣ・私の視点 

2016 年 12 月３日 
 

Ｉ Ｓaw Ａll Ａmerica（その 300）!! 

― ＳＣのツー・エントランス戦略 ― 
 
日本のＲＳＣは成長期（1991～2010 年）を経て、飽和期（2011～2020 年）、さらには成熟期（2021 年以

降）へ進んでいます。このＲＳＣのライフサイクルの基軸になるのが、１つの固有マーケット（客から見て

時間・距離の抵抗要因の希薄なＳＣへの出向範囲であり基軸として 80 万人のマーケット）の中にＲＳＣが

全国平均で２ヶ所（１つの固有マーケットの中に性格の異なる２つのＲＳＣの選択肢がある状態）を超えた

段階をＳＣの飽和期と呼びます。日本では 2010 年、アメリカでは 1980 年代がＲＳＣの飽和期になった時期

です。 

ＲＳＣの飽和期になるとＲＳＣが必要なくなるのではなく、「マダガスカルのキツネザルの多様化とパン

ダの竹の美味しい理論」（マーケットの多層化とＳＣの多様化とマーケットとＳＣのカスタマイズ化によっ

てマーケットに厚みが出る状態化理論）によって、性格の異なるＲＳＣが１つの固有マーケットの中に、よ

り多く成立するようになります。この段階をＲＳＣの成熟期と言い、現在アメリカでは１つの固有マーケッ

トの中にＲＳＣが 3.4ＳＣ、日本では 2.1ＳＣとなっており、アメリカのＲＳＣは日本のＲＳＣより 1.6 倍

ＳＣの成熟化（多様化）が進んでいることになります。 

ＲＳＣが多様化するとＲＳＣ自体が大きな変化が起こり、その１つが「ＳＣのツー・エントランス戦略」

です。ここでのツー・エントランス（２つの玄関口）とは「出向動機や購買動機の違いによる２つの性格の

異なる客を同じＳＣ内に内包化すること」です。性格の異なる客を対象とするＳＣのツー・エントランスを

導入するということは、ＳＣの成熟期になり、ＳＣが当たり前化した結果起こったことで、１つは「ＳＣの

客層を広げるという売り手の発想」と、もう１つは「客の利便性を高めて欲しいという買い手の発想」の２

つの観点からの発想で進展しました。 

ＲＳＣの成熟化が進んでいるアメリカのＲＳＣからのツー・エントランス戦略の事例は次の通りです。 

（１）ノードストロームを代表とするＲＳＣの核店のツー・エントランス戦略 

アメリカのＲＳＣは核店が３～８ヶ所導入されています。アメリカの核店は、モールから見ると端（？）

に位置していますが、実はアメリカの核店の客数はモールの入口から 50％、外の駐車場からの入口から 50％

導入されています。アメリカの百貨店（スペシャリティ百貨店）とＧＭＳ（ＰＤＳ）は、特定の客のライフ

スタイルに全面対応する業態であるため、独自集客の客とＳＣ集客の客が混合しています。それゆえに、基

本的には性格の異なる核店相互間の回遊はありませんが、汎用性の高いモールで核店の客の相互間の回遊

性はあります。 

アメリカのＲＳＣの核店は、実は内モールと外モール（外向き店舗）をハード的に兼用したツー・エント

ランス戦略を取り、独立立地より売上を２倍達成しています。 

（２）チーズケーキファクトリーを代表する独自集客力のあるテナントのツー・エントランス戦略 

ＳＣが成熟化すると独自集客力のあるテナントが出現し、ＳＣの集客は欲しいが、独自集客の客も大切に

したいというテナントが出現します。チーズケーキファクトリーは独自の強力な商法で１店当たり 10 億円

（繁盛店は 15～20 億円）を売るファミリーレストランですが、チーズケーキファクトリーのみを目指す客

が多いために、場合によってはＳＣの中に立地するとこれ以上の売上を伸ばすのに不利になります。とは言

え、ＳＣの集客力は無視できません。そこで、チーズケーキファクトリーはＳＣの外向き店舗、あるいはＳ

Ｃの敷地内に立地し、独自集客の客とＳＣの集客による客を同時に獲得し、さらに個性あるメニューミック

スを付加して、通常のファミリーレストランの２倍（実際は３～５倍）の売上を達成しています。 

（３）アルダーウッドを代表とするエンクローズドモールとオープンエアモールによるツー・エントランス戦略 

現在、アメリカのＲＳＣの新規開発はほとんど行われていません。しかし、ＳＣの成熟時代はＲＳＣの多

様化の時代で、１つの固有マーケットの中で性格の異なるＲＳＣづくりが必要となります。そこでアルダー

ウッドはオープンエアモールの増床を行い、エンクローズドモールとオープンエアモールのハイブリッド

モール型ＲＳＣの性格の異なる（客の出向動機と購買動機が異なる）ライフスタイルセンターを付加してい

ます。１つのＲＳＣの中に２つのＳＣが存在するツー・エントランス戦略を導入すると売上を伸ばすことが

可能です。 

(株)ダイナミックマーケティング社
＋６
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